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第1象　早・中・晩生種別生育・収量

早

中

晩

である．

6・収量の分解的調査によれは両年とも各品種3．3，兜2

当り約11万粒の全粒数に達しており，収量の多少は稔実

歩合の高低によって左右されるところが大きいと認めら

れる・稔実歩合は第1年日は全平均51％・第2年は72％

で，特に中・晩生種が2年目に稔実歩合が向上している

（第1図及び第1表参照）．

7・早晩性あるいは草型からみると早生が中晩生よ

り，また穂重型が中間ないし穂数型のものより稔実歩合

が高い・これは出来過ぎによる繁茂過多のうっ萩が関係

しているように考えられる．

4．稔　　　　　括

湖底土では干陸直後に活着障害あるいは出来過ぎによ

る稔実不良・倒伏などの障害が出やすいが，相作付年次

の経過とともに次第に安定した生育収量を示すようにな

ると思われる．このため干拓初期には早生穂重型品種の

採用が安全と考えられる．このような経年変化は土壌の

物理的変化及び過剰塩類の溶脱等の化学的変化によるも

のと思われる．

干拓地における水稲栽培の一考察

土　屋　　　正・三　梼　貞　男

（福島県農試浜支場）

福島県浜通りには2，000ヘクタールに及ぶ干拓地を含

む塩害地がある・この地帯の水稲栽培は極めて不安定で，

年の気象変動が端的に現われ早魅水害の常習地となって

いる．

これらの改良は土木的分野のものが多いが，耕桂的な

ものも少なくないので目下試験継続中であるが，前年度

（昭33）の経過から2～3考察した．

1．耕起処理法について

水村の生育は不良であるが，雑草は繁茂するので，雑

草の敷込み・刈取り・抜取り及び睦立てを秋桝と春耕で

行い塩分の推移と稲の生育を調査した．

1．塩分濃度の時期的変化について
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春耕する時の4月中旬では地表面に近い部位が塩分濃

度が高く，秋耕畦立て区では満開土壌が最高で，地表部

・地下部と次いでいる．これは塩分の流亡や蓄積のため

であろう．

田植前及び初期は秋耕区が濃度が商いが，時期の経過
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とともに差がなくなり，あるいは逆転するものもある．

2．代掻き回数について

荒代前

乾土100g中Cl紀伊
田面水1g中Cl椚ダ

項

92．5184．8

102．5．650．0

第1囲．稔実粒数歩合と1株精籾重との関係国

表のとおり回数の多いほど土壌塩分は田面水中に溶出

し，流亡されるのが認められる．

3．生育・収量について

異常な塩分高濃度のため正常な生育は示さなかった・

残存稲について調査した結果は図のようである・初期生

育は当初の塩分浪度と平行しているようである・収量は

睦立て秋耕区が最も多く，睦立て栽培は効果がある・秋

耕区は春耕区に優り，雑草刈頼りも良好である・

2．田植時期について

塩分稀薄化の必要から晩植えに傾き栽培されている

が，その可否を検討した．

1．構成

相馬郡入沢浦干拓地で田植時期を3回に2品種を供試

し，育苗法を変えて実施した．

2．結果

3．考察

早植えによりトワダ・ヤチコガネ両品種ともに棟数増

を示し最高収量をあげた．

標準植えは両品種とも短梓であり，水苗は保折苗に比

べ長梓で穂数は減るが，収量は早植え・晩植えよりもお

とる．

晩植えは両品種とも前二者植えよりも穂長が大とな

り，この場合水首が長梓で穂数・穂長も小であるが，収

量は水筒が多収を示した．

3．適品種について

昭和33年度の原種決定試験の材料を対象とし・山信田

・新沼の両干拓で行った．

活着及び初期生育の確保が困難であるので初期の塩害

抵抗性を考えることが重要な指標であり，以後塩分が稀

薄化し，生育の進むにつれ耐塩性が強くなり，種々の条

件により様相が変化する．収量的に多いものが後期抵抗

性があるものとすれば次のようになる．

1．初期抵抗性（生育）の旺盛なもの

ァキ／くイ・農林29号・北陸57号・農林21号・東北67号

・東北71号・同74号・北陸64号・愛国20号・チョウカイ

2．初期抵抗性（生育）の貧弱なもの

ヨモヒカリ・セキミノリ・フクスケ・ハツニッキ・ト

ネワ七・農林16号．

3．後期抵抗性（収穫量からみて）のあるもの

ヨシヒカリ・越南19号・ヨモヒカリ・中国10号・関東

58号・農林10号・コシホナミ・フクミノリ・農林29号・

セキミノリ・北陸63号．

以上から塩分の稀薄操作と稲の生育の関係をみると，

冬期から田植えまでの降雨量や乾燥度等の気象の動きが

大きく関与し，それにつれて土壌の変化・塩分の移行等

を来す．その間可能な限り稀薄化を計るには畦立て・雑

草刈取りが効果がある．初期の生育が以後の様相を左右

するので，特に田植えまでの処置が重要である・

田植えは用水の健や塩害の程度にもよるが，早植えが

良く，そうでなければむしろ晩植えに傾くのが有利であ
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る・これらは塩分の稀薄椙と関係し，品種と補償性（特　やEb等とも関連的に考慮する必要があろう．

に苗質と我植密度）の活用が問題となろう．また施肥法

動力耕転機利用による水稲栽培試験

（施肥法に関する調査研究）

伊　　藤　　正

（宮城県展試）

1．日　　　　　的

水田での動力耕転機利用技術確立のため，昭和30年度

から耕転時期・方法・爪の種類と土壌反転・連年利用・

施肥法等についての試験を実施して来たものであり，そ

の中施肥法についての試験結果の概要を報告する．

2．試　験　方　法

試験区の構成は第1表のとおりで1区面積40桝2の4

達制とし，施肥量a当りNO．68軸・PO．564吻・Ⅹ0．483

吻耕深12ぐ椚とし，農機具はクボタ式K5（60用巾）ナタ

爪・高北式双用黎・ユニオソ式砕土磯・馬鍬を供用し

た・供託圃場は沖煎包第3期層の礫を含む壌土で地下水

が低く排水は良好で，「ささしく・れ」を供試し耕種概要

は標準桝種梗概によった．現地試験は第1図のような土

第1表．試験区の構成
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第1囲．現地試験供試圃場土性
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壌条件で，表層・全層，根付け肥（挿映直前硫安10a当

り5．63軸散布）について比較した．作業操作は場内試験

と同様でその他は担当兵家の慣行法に準じた．

3．試験結果並びに考察

場内試験圃場は排水が良好で県内一般水田への適応性

が低いので，現地試験は平坦地で試験を行なった．

1．施肥法と生育収量への影響

場内試験では耕転機～表層・翠耕～全層施肥が活着が
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田縫え直伝働伽甥軋班葡棚　成熟坤

第2園～1．NH3－Nの変化（乾土100g中の喝）

田癒え癌蹄棚出穂期　成詔叫

第2図～2．


